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「夫婦で活動」を決断
「留学生に日本を好きになって母国

へ帰ってもらい、世界の日本語学習
者に一人でも多く“日本ファン”になっ
てもらうために何かしなければ！」
―その思いから、1989年1月、記者
生活25年の節目で新聞社を辞め、
妻（弘子）と、自宅の四畳半を拠点に

「日本語交流活動」という第二の人生
を歩もう、と決断した。

中国・韓国・台湾・バングラデシュ・
香港などの留学生を、自宅（当時は
東京都練馬区）に招いて、何度か夕
食会を開いた。そこで、思いついたの
が「留学生が気楽に読んでもらえるよ
うな季刊誌を作って、無料で配る」と
いう活動だった。
「活動は二人で出来る範囲に止め

る」「日本語学習者と一緒に学びなが
ら、楽しむ」をモットーに、妻が編集長
になって「日本と日本人を理解してもら
う」ため、自費で日本語学習・情報季
刊誌の発行と無料配布を決めた。

活動の二本柱
1989年にスタートした活動は、主に

二つ。
1. 読んで、「日本と日本人」を理解し

てもらう
1989年3月、季 刊誌『日本』を創

刊。国内の大学・日本語学校、中国・
タイ・韓国・アメリカなど30数カ国の
大学に、1997年の第33号まで約72
万冊を寄贈。その後、『日本』の内容
をまとめた日本語教材『新日本概況』
約7万4千冊を中国の大学などを中
心に寄贈。

2016年9月に電子書籍・日本語教
材『「日

にほん・にっぽん

本」という国』をウェブ上に無料
公開。http://www.nihonwosiru.jp/
2. 書いて、「日本と日本人」への理解

を深めてもらう
留学生、中国の大学生・大学院生、

世界の日本語学習者、それぞれを対
象に32年間計25回「日本語作文コン
クール」を主催。応募総数は75カ国・
地域から5万1,099人に上った。

楽しく共に学んだ32年
32年間の活動で、世界の日本語学

習者の「日本・日本人・日本語への熱
い想い」に接してきた。特に、計４回
行った世界の日本語学習者・「日本語
作文コンクール」では、様々な国・地
域から多くの作文・俳句が寄せられ、
感動・感激・感謝の毎日だった。

2018年に開催した第２回・世界の
「日本語作文コンクール」（テーマ：「日
本」あるいは「日本人」に言いたいこと
は？）には62カ国・地域から6,793編の
応募があった。一等賞（二人）のベナ
ン共和国のアイエドゥン・エマヌエル
さん（大阪府立大学大学院）は「今の
日本は、自己主張力を備えた“勇者”
を必要としている」、イタリアのニコー
ル・フェッラリオさん（カ・フォスカリ大
学大学院）は「日本人も他国の文化に

“好奇心”を持ってください。そして、
“多文化共生”を実現してください」
と、日本人への期待を綴った。日本が
好きだからこその提言だ。

二人の表彰式は2019年4月、朝日
新聞社で行い、その後、私たちが入
居している老人ホーム（東京都立川
市）に招待し、約50人のお年寄りと
懇談会、夕食会を催した。

私たちの「日本語作文コンクール」
は他のコンクールと異なり、日本語学
習者に日本語の学習をしながら日本を
知ってもらうことを心掛けた。応募者
や指導教師とメールのやりとりをして、
応募者本人が納得・了解した場合の
み、日本語を直し、内容を加えた。そ

応募作品の山々。中
国の大学生「日本語
作文コンクール」応
募 作 品 数3,360編

（2004年）

言語は「こころの国際化」を
実現する重要な手段

季刊誌『日本』創刊号。第12
回までの3年間、すべて手書
きで原稿作成

弘子さんが描いたほのぼのとしたイラスト「こぶ取り爺さん」。季
刊誌『日本』1989年第３号「日本昔話」から 
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の結果、応募者の日本語学習にも役
立ち、楽しく共に学ぶことが出来たと
思っている。

2020年は、世界で最も短い文学
「俳句」をテーマにした。世界の日本語
学習者が５・７・５の17音で綴る俳句
に挑むことで、日本文化への関心と理
解を深めてもらいたいという願いから
だ。多くの日本語学習者が参加でき
るように、俳句と30字前後の説明文
で審査することとし、季語のない俳句
も可とした。応募数は75カ国・地域の
4,013人、9,022句に上った。

夫婦で続けてきた「日本語作文コン
クール」は25回で終えた。81歳になっ
た二人には、応募要項の決定から審
査、学習奨励金の送金等々、一年掛
かりの作業を続けるのが困難になって
きたからだ。世界の日本語学習者にオ
ンラインで日本語授業を展開している
笈川幸司先生とそのグループが「日本
語作文コンクール」を主催する形で継

承してもらえることになり、今年度は、
妻と最終審査を引き受けることにした。

世界との日本語交流活動が32年間
続いたのは、自費で“二人三脚”の活
動を楽しみ、それを、多くの個人の
方 に々支援して頂いたからだ。

友好・平和の大きな力に！
今後は、ウェブサイトで無料公開

中の電子書籍『「日本」という国』を更
新し、日本語学習者の日本理解を
もっと広げたい。そして、2022年中に
活字の教材として出版し、なるべく多
くの日本語学習者のために寄贈し、

「日本」を知ってもらうために活用して
もらいたい、と思っている。
「日本語交流」の拡大には、日本国

内の理解者のすそ野を広げることも大
切だ。「こころの国際化」を深め、世
界に“日本ファン”を増やすためには、
日本の若い人たちに世界の日本語学
習者の実情と日本への様々な想いを

大森和夫 （おおもり かずお）

早稲田大学第一政治経済学部
政治学科卒業。朝日新聞記者

（大分支局、山口支局、福岡
総局、大阪・社会部、調査研
究室、政治部、編集委員など）
を経て、1989 年 1月、退社し、
妻と国際交流研究所を開設。
世界の日本語学習者との「日本
語交流活動」を始める。
http://wwwnihonwosiru.jp/

第２回・世界の「日
本語作文コンクー
ル」表彰式（朝日新
聞社にて）。前列
中央左から一等賞
受 賞 者 の ア イエ
ドゥンさんとニコー
ルさん。前列両脇
に筆者と弘子さん

広く知ってもらうことが不可欠だ。
そこで、これまで主催してきた「日

本語作文コンクール」の入賞作品をま
とめ、出版した書籍『ユニークな「日
本文化」論』（2020年）を日本の高校・
約2,200校に寄贈し、『「俳句」と日本
語の夢』（2021年）を約1,600校へ寄
贈した。日本の高校生に、世界の日
本語学習者の素顔と日本・日本人観
を知ってもらい、「日本」を見つめ直し
てもらいたい。そして、日本語交流の
広がりを期待したい。
「高校への寄贈」は、2020年11月

20日付の朝日新聞・教育面で紹介さ
れ、全国の139人から「寄付」（計107
万5千円）を受け、寄贈のための「本」
の購入代と郵送代に使わせて頂いた。

人の交流・モノの交流・こころの交
流が進めば、異なる国や民族の相互
理解は深まり、それぞれの生活様式
や文化の違いを認め合うことができ
る。そして、その相互理解と 「こころ
の国際化」を実現する上で重要な手
段として役割を果たすのが、言語だ。

様 な々国際交流活動で、日本人な
ら誰にでも出来る「日本語交流活動」
が一層活発になって、世界に“日本
ファン”が増えれば、日本にとって友
好・平和の大きな力になるに違いない。
それが、世界平和に貢献する道でもあ
ると信じている。

自宅で発送作業をする弘子さん

３歳から78歳までの応募が
あった「俳句コンテスト」の作品
集、『「俳句」と日本語の夢』

（いずれも、朝日新聞出版刊）

日本人に読んでもらいたい作文
112編を集めた計24回の「日
本語作文コンクール」作品集、

『ユニークな「日本文化」論』

* 編集部注）ご夫妻共に2019 年 12 月文化庁長官表彰、
2021 年 8月外務大臣表彰受賞。

      












